
11月１日、アネックスパル法円
坂において、「2018教育改革フォ
ーラム 市教組 継承の広場」を

開催し、100名をこえる組合員、
市民が集まりました。講師に「前

川喜平さん」（元文部科学省事務

次官）をお招きし「これからの教

育のゆくえ」という題で、講演し

ていただきました。

「中曽根元首相は憲法改正の前段として、教育基本法改正を目論み、臨教審を作った。

しかし、臨教審は個性重視の原則や生涯学習への移行、主体的な学習などを打ち出し、

中曽根元首相の意に沿わなかった。新自由主義的な考えでは、評価をして競争させれば

予算をつけなくても効果が上がるとしているが、それは神話みたいなものである。評価

に注ぐ力が膨大になり、本来の教職員の仕事を圧迫している。評価に注ぐ力は１％以下

でいいはずだ。規制緩和により、株式会社立学校では、勉強しなくても高校卒業証書を

出せる仕組みがある。」などを話されました。参加者からは「大阪市では評価や長時間

労働により教職員が疲弊している。子どもたちもチャレンジテストなど過度に競争させ

られている。今日の話を聞いて、私たちがおかしいと感じていた事が整理された。」な

どの意見や感想がありました。参加者が元気をもらえた講演でした。
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市教組は、10月30日、「2018年度末

人事異動の基準等」に関する教育委員

会との交渉を行いました。冒頭、岡本

委員長より、「この間、病休者をはじ

め産育休者の代替が配置されていない

学校があり、学校運営に大きく支障を

きたしている。」と厳しく質しました。

これに対して、井上教務部長が、「病休

及び産育休代替の配置につきまして

は、依然として登録数が必要数に対して不足していることから、皆様方に大変ご迷惑を

おかけしております。極めて厳しい状況ではございますが、様々な方法を講じて、講師

の確保に懸命に取り組んでまいります。」と述べました。その後、要求書の手交ならびに

趣旨説明を行い、次回以降の折衝を踏まえ、誠意ある回答を求めて交渉を一時中断しま

した。

なお、交渉の経過は、10月30日付の市教組ニュース号外を参照されたい。

先日、樹木希林が出演

の映画『日日是好日』を

みた。茶道を通して少し

ずつ人生のあり方を学び成長する人の

姿を描いた映画である。「日日是好日」

は禅語で、深い意味があるそうだ。毎日

の生活で「日日是好日」と思えない日が

ある自分は、「まだまだだなぁ」と思う。

（き）
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１２月の組合費の引き落としは

１２月２０日（木）

※口座登録がまだの組合員は

市教組本部まで連絡を！

※市教組組織拡大のため

分会ひとり加入運動を！



市教組は 10 月 25 日、アネックスパル法円坂において、定年退職者及び退職を考え
ておられる組合員に対して、退職全体説明会を開催しました。

大阪市教職員退職者会をはじめ、学校生活協同組合、教職員共済生協、近畿労働金

庫などの各福利団体より、退職後の生活資金や資金運用などのライフプランについて

説明が行われました。続いて、内田副委員長より、退職手当の仕組みや退職後の任用

制度について説明があり、参加者は熱心に聞き入っていました。今後は、11 月 19 日
～ 22日の期間で、退職個人相談を実施します。

11月３日、扇町公
園で「輝け憲法！と

もに生きる社会を！

11．3 おおさか総が
かり集会」が秋晴れ

の空のもと開催さ

れ、12,000人が集ま
りました。オープニ

ングに「制服向上委

員会」のライブがあ

り、「9条改憲ストップ！」「東アジアに平和を！」「ともに生きる社会を！」「辺野古に
基地はいらない！」と立憲民主党をはじめとする各政党や各団体から連帯のあいさつが

ありました。核兵器・LGBT・原発・森友問題、辺野古問題等についても、アピールが
ありました。最後に「安倍 9条改憲 NO！全国 3000万署名を成功させよう！」と集会
宣言を採択し集会を終えました。

第 1部のバザーでは、毎年の
協力団体でもある北部地区事務

職員部、退女教のほか、今年の

大阪教組教研の会場ともなった

美津島中分会からも出店されま

した。また、初の試みとして分

会の枠を超え、気の合う仲間同

士での出店等もありました。退

女教による朗読『あたらしい憲

法のはなし』は、今こそ私たち教職員が現憲法の大切さを見つめなおすべきと思うもの

でした。

第 2部の公演は「ドランカーズ」。リーダーの黄光男（ファングァンナム）さんの母
親がハンセン病患者であったという被差別者としての体験を通して、オリジナル曲「閉

じ込められた命」など数曲を披露されました。心に響く歌やメッセージで会場が一体と

なり、第 13回も参加者が元気になれる集いとなりました。

先日の教育フォー

ラムでの前川喜平さ

んの講演の中で「国家主義」「新自由主

義」に向かっているという話があった。

公のために個の犠牲を強いるのは誰の

ため？競争によるコストパフォーマン

ス重視で得をするのは誰？結局いつで

も恩恵を受けるのは権力者であり資本

家ではないのか？私たち一人一人がス

テレオタイプにならずに個の考えをも

って政治や国家に向かい合わなければ

と思った。（あ）


